早稲田大学台湾研究所・早稲田大学アジア研究機構共催、国際交流基金助成 
公開講演「原発震災後この国のかたち」

3・11の東日本大震災、その際発生した福島第一原発での深刻な事故を踏まえて、3・11後
日本の進路に関して、どのような変化が生じ、いかなる選択が日本に開かれているか、
について、公開パネル討論を開きます。この公開会議では、東アジア研究者の見地をも交えて、
震災後の日本に対する自己・他者イメージに関して理解を深めることを目的とします。  
日時：12月６日（火）午前９時４５分～正午 
場所： 早稲田大学27号館Ｂ２Ｆ小野記念講堂（入場無料、申し込み不要） 
司会と問題提起：

 西川 潤（早稲田大学名誉教授、早稲田大学台湾研究所顧問） 
パネリスト：

小倉和夫（青山学院大学特別招聘教授）「災害と文化政策」 
山本武彦（早稲田大学政経学術院教授）「日本外交と人間の安全保障」 
阪本真由美（ひょうご震災記念21世紀研究機構）「被災者の災害観と復興支援策」 
鳥越皓之（早稲田大学人間科学学術院教授、環境社会学会会長）「震災、共助、自治」 
平野健一郎（国立公文書館アジア歴史資料センター長、東京大学名誉教授）
「アジア留学生から見た日本像の変貌」 
討論 
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お問い合わせ 
早稲田大学台湾研究所 〒162－0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町513 
早稲田大学研究開発センター120－1号館401 
担当者 島崎 
TEL03-3203-4141(内)70－3010 FAX03-3208-8530 
